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［目的］アイヌ衣服には、本州では見られない様々な独特の文様がある。その文様を構成
している布、文様布はアイヌの人達にとって、交易によってしか手に入らないものであっ

たと言われる。その限られた布をいかに工夫して使用したかという点から、文様と文様布
量の関連性、布の貴重性、衣服布と文様布のかかわり、また今回は色裂置文衣と第２報、
第３報で報告したアツシ、黒裂置文衣との比較により、文様布の種類と文様布量の関係に

ついて考察する。
［:方法］実際に文様布に使われている布の量（文様布量）の計測を行い、衣服種類別文様

布量、素材別文様布量、衣服布量に対する文様布量の割合を求める。またそれを逆に、計

測された布量から、その文様を再現してみることにより、布の貴重性、文様と布量のかか
わり、また文様布の種類と文様布量の関連性について考察を進める。
［結果］今回は色裂置文衣10点を対象に行った。 角M 置文衣は、色、|種類ともに種々の布
をテープ状にしたものを切伏していく切伏文様である。計測された布量から文様を再現し

た点においては、実際の布量とは多少の差異が見られ、アツシ、黒裂置文衣布と比べ、色
裂置文衣時の方が差異が多く見られた。これは文様布の種類が綿だけでなく、絹、毛など

の材質が使われており、また同じ材質の綿でも織り方や厚さなどが異なっていることが原
因であると考えられる。文様布量に対して、角烈|置文衣は、視覚的文様領域|（文様間の空

間を含む文様全体の範囲）が大きいものが多かった。これは布を細いテープ状にして用い
ることによって少量の布でも衣服全体に文様を施すことができ、貴重な布を工夫して使っ
ていたことがうかがえた。
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目的：前報では、アイヌ衣服63点の調査資料の中からアツシ5点を対象に、衣服の
構成、寸法、縫製技術について実測調査結果を報告した。今回は、木綿衣にみら

れる特徴的な部位として橋を取り上げ、形状、寸法、縫製について実測 調査の結
果を報告する。

方法：調査資料の木綿衣の中で橋付き衣服40 点について、橋の形状を分類し構成

特徴を記録する。寸法については橋部位の実測値を求める。縫製調査は縫合部、

始末法の手法、縫い糸の種類や針目数（5 cmを単位とした針目数）について観察し
巧緻性を判断する。

結果：アイヌ衣服の木綿衣の資料の一部に橋付き衣服がある、これらの橋布の付
け位置は、袖付けの一部から裾まで、袖下から裾まで、肩山から裾までの三種類

に大別できる、形状は、短冊形、台形、襖形などがあ る、 橋は、身幅の不足分を

補い 、装飾文様の一部として、また、衣服を大きく表現する手段としての役割が

あることを窺い知 ることができる、寸法は、着用者によって様々であるが、橋幅

の最大値は、矯上で11. 0cm、裾口で20. 2cni、最小値は、橋上で1. 5citi、裾口で4.0
cmである。 矯丈は身丈と同寸法から、袖下から裾までの短い丈の資料まで個々に

異なる。縫製は、全て手縫いである。並縫い 、かがり縫い、伏せ縫い、一目落と

しなどの手法が観察された。縫製については和服仕立てのような特定のきまりは
ない が、資料間に技術の巧拙がみられた。
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